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六

年
金
資
産
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

年
金
資
産
の
主
な
内
訳
（
退
職
給
付
信
託
（
退

職
給
付
を
目
的
と
す
る
信
託
を
い
う
。）が
設
定
さ

れ
て
い
る
企
業
年
金
制
度
（
機
構
以
外
の
外
部
に

積
み
立
て
た
資
産
を
原
資
と
し
て
退
職
給
付
を
支

払
う
制
度
を
い
う
。）に
お
い
て
、
年
金
資
産
の
合

計
額
に
対
す
る
当
該
退
職
給
付
信
託
に
係
る
信
託

財
産
の
額
の
割
合
に
重
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
割
合
又
は
金
額
を
含
む
。）

ロ

長
期
期
待
運
用
収
益
率
の
設
定
方
法

〇
総
務
省
令
第
三
十
号

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六

十
四
号
）
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
金
融
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る

省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
八
項
第
一
号
中「
監
事
を
い
う
。」の
下
に「
第

三
号
及
び
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。」を

加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
役
職
員
」
の
下
に「（
役
員
及
び

機
構
と
雇
用
関
係
に
あ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」

を
加
え
、
同
条
に
次
の
十
項
を
加
え
る
。

24

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
退
職
給
付
」
と
は
、
退
職
以

後
に
役
職
員
（
退
職
給
付
制
度
の
対
象
と
な
る
者
に
限

る
。
次
項
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
八
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
及
び
退
職
年
金
を
い

う
。

25

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
退
職
給
付
債
務
」
と
は
、
各

役
職
員
（
既
に
退
職
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）に
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
退
職
給

付
（
既
に
支
払
わ
れ
た
も
の
を
除
く
。）の
額
の
う
ち
、

当
該
各
役
職
員
の
貸
借
対
照
表
日
ま
で
（
既
に
退
職
し

た
者
に
つ
い
て
は
、
退
職
の
日
ま
で
）
の
勤
務
に
基
づ

き
生
じ
る
部
分
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
、
貸
借
対
照

表
日
に
お
け
る
割
引
率
（
国
債
、
政
府
関
係
機
関
債
券

又
は
そ
の
他
の
信
用
度
の
高
い
債
券
の
利
回
り
を
基
礎

と
し
、
貸
借
対
照
表
日
か
ら
当
該
各
役
職
員
に
退
職
給

付
を
支
払
う
と
見
込
ま
れ
る
日
ま
で
の
期
間
を
反
映
し

て
機
構
が
定
め
る
率
を
い
う
。
次
項
、
第
二
十
七
項
及

び
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）を
用

い
て
割
引
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
、
全

て
の
役
職
員
に
つ
い
て
合
計
し
た
額
に
よ
っ
て
計
算
さ

れ
る
負
債
を
い
う
。

32

こ
の
省
令
に
お
い
て「
未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異
」

と
は
、
数
理
計
算
上
の
差
異
の
う
ち
、
当
期
純
利
益
又

は
当
期
純
損
失
を
構
成
す
る
項
目
と
し
て
費
用
処
理

（
費
用
の
減
額
処
理
又
は
費
用
を
超
過
し
て
減
額
し
た

場
合
の
利
益
処
理
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
い
う
。

33

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
未
認
識
過
去
勤
務
費
用
」
と

は
、
過
去
勤
務
費
用
の
う
ち
、
当
期
純
利
益
又
は
当
期

純
損
失
を
構
成
す
る
項
目
と
し
て
費
用
処
理
さ
れ
て
い

な
い
も
の
を
い
う
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
確
定
給
付
制
度
に
基
づ
く
退
職
給
付
に
関
す
る
注

記
）

第
十
三
条

確
定
給
付
制
度
（
確
定
拠
出
制
度
（
一
定
の

掛
金
を
機
構
以
外
の
外
部
に
積
み
立
て
、
機
構
が
当
該

掛
金
以
外
に
退
職
給
付
に
係
る
追
加
的
な
拠
出
義
務
を

負
わ
な
い
退
職
給
付
制
度
を
い
う
。）以
外
の
退
職
給
付

制
度
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
退

職
給
付
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
注
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

確
定
給
付
制
度
の
概
要

二

退
職
給
付
債
務
の
期
首
残
高
と
期
末
残
高
の
次
に

掲
げ
る
項
目
の
金
額
を
含
む
調
整
表

イ

勤
務
費
用

ロ

利
息
費
用

ハ

数
理
計
算
上
の
差
異
の
発
生
額

ニ

退
職
給
付
の
支
払
額

ホ

過
去
勤
務
費
用
の
発
生
額

ヘ

そ
の
他

三

年
金
資
産
の
期
首
残
高
と
期
末
残
高
の
次
に
掲
げ

る
項
目
の
金
額
を
含
む
調
整
表

イ

期
待
運
用
収
益

ロ

数
理
計
算
上
の
差
異
の
発
生
額

ハ

事
業
主
で
あ
る
機
構
か
ら
の
拠
出
額

ニ

退
職
給
付
の
支
払
額

ホ

そ
の
他

四

退
職
給
付
債
務
及
び
年
金
資
産
の
期
末
残
高
と
貸

借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
た
退
職
給
付
引
当
金
及
び
前

払
年
金
費
用
の
次
に
掲
げ
る
項
目
の
金
額
を
含
む
調

整
表

イ

未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異

ロ

未
認
識
過
去
勤
務
費
用

ハ

そ
の
他

五

退
職
給
付
費
用
及
び
次
に
掲
げ
る
そ
の
内
訳
項
目

の
金
額

イ

勤
務
費
用

ロ

利
息
費
用

ハ

期
待
運
用
収
益

ニ

数
理
計
算
上
の
差
異
の
費
用
処
理
額

ホ

過
去
勤
務
費
用
の
費
用
処
理
額

ヘ

そ
の
他

26

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
勤
務
費
用
」
と
は
、
各
役
職

員
に
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
退
職
給
付
の
額
の
う

ち
、
当
該
各
役
職
員
の
当
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
貸

借
対
照
表
日
ま
で
の
間
の
勤
務
に
基
づ
き
生
じ
る
部
分

に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
、
割
引
率
を
用
い
て
割
引
計

算
す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
、
全
て
の
役
職
員

に
つ
い
て
合
計
し
た
額
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
費
用
を

い
う
。

27

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
利
息
費
用
」
と
は
、
当
事
業

年
度
開
始
の
日
に
お
け
る
退
職
給
付
債
務
に
割
引
率
を

用
い
て
計
算
さ
れ
る
利
息
に
相
当
す
る
費
用
を
い
う
。

28

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
年
金
資
産
」
と
は
、
特
定
の

退
職
給
付
制
度
に
関
し
、
機
構
と
役
職
員
と
の
契
約
等

に
基
づ
き
退
職
給
付
に
充
て
る
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ

て
い
る
特
定
の
資
産
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。

一

退
職
給
付
の
支
払
以
外
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
。

二

機
構
及
び
機
構
の
債
権
者
か
ら
法
的
に
分
離
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三

積
立
超
過
分
を
除
き
、
機
構
へ
の
返
還
、
機
構
か

ら
の
解
約
及
び
退
職
給
付
の
支
払
以
外
の
目
的
に
よ

る
払
出
し
等
が
で
き
な
い
こ
と
。

四

機
構
の
資
産
と
交
換
で
き
な
い
こ
と
。

29

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
期
待
運
用
収
益
」
と
は
、
年

金
資
産
の
運
用
に
よ
り
生
じ
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ

る
収
益
を
い
う
。

30

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
数
理
計
算
上
の
差
異
」と
は
、

年
金
資
産
の
期
待
運
用
収
益
と
実
際
の
運
用
成
果
と
の

差
異
、
退
職
給
付
債
務
の
数
理
計
算
に
用
い
た
見
積
数

値
と
実
績
と
の
差
異
及
び
見
積
数
値
の
変
更
等
に
よ
り

発
生
し
た
差
異
を
い
う
。

31

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
過
去
勤
務
費
用
」
と
は
、
退

職
給
付
制
度
の
採
用
又
は
退
職
給
付
水
準
の
改
訂
に
よ

り
発
生
す
る
退
職
給
付
債
務
の
増
加
又
は
減
少
分
を
い

う
。

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

裁
判
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